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【都道府県用中間報告書】

都道府県番号 長野県

都道府県名 ２０

【都道府県教育委員会における学力向上フロンティア事業の取組】

Ⅰ．学力向上推進地域名及び学校数、学力向上フロンティアスクール数

学力向上推進地域名 小学校 中学校 計
（ ）（ ）（ ）うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ うちﾌﾛﾝﾃｨｱｽｸｰﾙ

長野県学力向上推進地域 ４０１校 １９７校 ５９８校
（２１校） （１６校） （３７校）

Ⅱ．学力向上推進協議会（地区協議会）の設置数及び域内の学校数
（フロンティアスクール数）

地区協議会名 小学校 中学校 計
①佐久地区協議会

４４ １９ ６３（小諸市 佐久市 上田市 臼田町 佐久町 小海町 川上村
（２） （１） （３）南牧村 南相木村 北相木村 八千穂村 軽井沢町 望月町

御代田町 立科町 北御牧村）
②上田地区協議会

３２ １５ ４７（上田市 丸子町 長門町 東部町 真田町 武石村 和田村
（３） （２） （５）青木村）

③伊那地区協議会
６８ ３１ ９９（伊那市 駒ヶ根市 諏訪市 岡谷市 茅野市 下諏訪町 富
（５） （４） （９）士見町 原村 高遠町 辰野町 箕輪町 飯島町 南箕輪村

中川村 長谷村 宮田村）
④飯田地区協議会

４５ ２６ ７１（飯田市 松川町 高森町 阿南町 清内路村 阿智村 浪合
（２） （２） （４）村 平谷村 根羽村 下條村 売木村 天龍村 泰阜村 喬

木村 豊丘村 大鹿村 上村 南信濃村）
⑤松本地区協議会

８８ ５５ １４３（松本市 塩尻市 大町市 木曽福島町 上松町 南木曽町
（４） （４） （８）楢川村 木祖村 日義村 開田村 三岳村 王滝村 大桑村

山口村 明科町 波田町 四賀村 本城村 坂北村 麻績村
坂井村 生坂村 山形村 朝日村 豊科町 穂高町 奈川村
安曇村 梓川村 三郷村 堀金村 池田町 松川村 八坂村
美麻村 白馬村 小谷村 ）
⑥長野地区協議会

１２４ ５１ １７５（長野市 更埴市 須坂市 中野市 飯山市 上山田町 大岡
（５） （３） （８）村 坂城町 戸倉町 小布施町 高山村 山ノ内町 木島平

村 野沢温泉村 信州新町 豊野町 信濃町 牟礼村 三水
村 戸隠村 鬼無里村 小川村 中条村 豊田村 栄村）
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Ⅲ．都道府県教育委員会としての支援策

（１）地区別協議会に対して

・県下の６地区において、地区別協議会の会議を開催した。

・地区協議会においては、学力向上にかかわる講演会を実施した。

・２年次校には、中間報告を求め、地区協議会で研究発表と研究協議を行った。

（２）域内の学校（学力向上フロンティアスクールを含む）に対して

・学力向上フロンティアスクールの２年次校には、授業の公開をお願いし、

実践研究をもとに研究協議を深めた。

・すべての学校（学力向上フロンティアスクールを含む）に、年１回以上指導主

事等が訪問し、授業参観や授業研究会を通して、授業改善のあり方等について

直接指導した。

（３）実践研究の成果の普及の方策の構築

・学力向上の３つの視点（①個に応じた指導のための教材開発、②個に応じた指

導のための指導方法・指導体制の工夫改善、③学力の評価を生かした指導の改

善）に立って指導のポイントを求めたリーフレットを作成し、全県の小中学校

へ配布し、それをもとに地区協議会等で研究協議を深めた。

・ 確かな学力の向上をめざして」第二集で、フロンティアスクールの実践研究「

をまとめ県下の学校に配布する （３月下旬）。

Ⅳ．学力把握のための都道府県としての取組について
○県下の小中高等学校の中から、約６％の児童生徒を抽出し、学力実態調査を実施し

た。この結果は、報告書とリーフレットにまとめ公表した。

・目的：児童生徒の基礎学力の定着状況を調査し、学力向上のための学習指導に資す

る。

・対象学年 小学校４年生、５年生、６年生、中学１年生、２年生、３年生、

高校１年生、２年生、３年生

・調査教科 小４～中１ 国語・算数

中２～高２ 国語・数学・英語

高３ 国語

・調査時期 小学校、中学校 ７月下旬 フロンティアスクール １０月中

高校 ９月中旬

・調査結果及び活用

□実施校へ、各学年と教科別に設問毎の平均点を知らせ、実態把握の一

部として活用していただく （３月上旬）。

□フロンティアスクールの学力向上の具体的な手だてを実践研究し、成
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果を活用する。

○フロンティアスクールの児童・生徒・教員を対象にした学習、学習指導に対する意

識調査を実施

Ⅴ．学力向上推進協議会について

○開催時期（参加者）

（第１回）５月（本庁・教育事務所・教育センターの指導主事等、学力向上フロンテ

ィアスクールの教員）

（第２回）２月（本庁・教育事務所・教育センターの指導主事等、学力向上フロンテ

ィアスクールの教員）

○テーマと主な協議内容（協議の中で提示された成果や課題など）

（第１回 「テーマ：学力向上フロンティア事業の推進について」）

・主な協議内容

・学力向上フロンティア事業の実施内容と推進計画

・フロンティアスクールの研究計画

・地区協議会の持ち方の確認と見通し

・講演会「基礎基本の徹底と自ら考える力を育てる教育課程の編成」

千葉大学教授 天笠茂 先生

（第２回 「テーマ：学力向上に向けて小中学校でどう取り組んだらよいか」）

・主な協議内容

・フロンティアスクールから学力向上に向けた提案と協議

県内の特色ある実践の報告と協議

・来年度の学力向上フロンティア事業の推進に向けて

・平成１５年度の研究の成果と課題について研究協議（分科会形式）

Ⅵ．実施計画書において示した「事業評価の実施方法・内容」とその進捗状況

○（事業評価の実施方法・内容）

１ フロンティアスクールの取組に関する評価について

( ) 学力向上の３つの視点からの授業改善や指導体制の工夫等実践例をフロンティ1

アスクールに求め、そのまとめとして「確かな学力の向上をめざして」第二集を

作成する。

( ) 各学校で定めた評価規準に従って、個々の児童生徒の学習の到達度やその伸長2
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、 。状況を具体的に評価し 評価の結果を数値等で表して指導の成果を明らかにする

（ ）県教育委員会が抽出調査で実施する「学力実態調査 （平成 年度）を、各フ3 15」

ロンティアスクールにおいても実施し、県全体と比較して、学力の定着状況を評

価する。

２ 評価結果の活用について

（ 「確かな学力の向上をめざして」第二集において成果をあげた取組を紹介し、1）

小・中学校での指導の参考に供する。

（ 「平成１５年度 学力実態調査報告書」の作成に際し、フロンティアスクール2）

の成果ある実践を紹介する。

（進捗状況（成果、課題 等 ）○ ）

１( )評価規準の作成と評価を生かした指導の改善については、まだ研究が十分とは1

言えない状況も見られる。１時間の定着度を測る学習カードの工夫や評価カード

の導入は、多くのフロンティアスクールで実践されてきている。今後、指導主事

の学校訪問等を通じて継続的に指導していきたい。

( )指導の成果を数値的にとらえるため、各フロンティアスクールにおいては、そ2

の実情に応じて、次のような調査を実施した。

・ 長野県学力実態調査 （平成 年度実施）の活用 ５校「 」 12

・教育課程実施状況調査（国立教育政策研究所）の活用 ２校

・( 、 等）学力テスト等の活用 ２４校CRT NRT

２( )フロンティアスクールの実践研究を「確かな学力の向上をめざして」第二集に1

まとめ、本年度中に県下の小中学校に配布し、今後の授業改善や指導体制の工夫

の参考になるようにする。

【地区別協議会における特色ある取組】

（地区内の学校に対する支援策）

・地区内の学校職員を対象に講演会を実施（上田地区協議会、伊那地区協議会、長

野地区協議会、飯田地区協議会）

・他地区の先進的な取組をしているフロンティアスクールを招いて事例発表会を実

施（佐久地区協議会）

（実践研究の成果の普及方策）

・フロンティアスクールの特徴ある取組をリーフレットにまとめて地区内の学校に

配布した （伊那地区協議会）
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